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 国際的開放経済の進展と社会主義圏の崩壊以降の民主政治・市場経済の国際的拡散・規範化伴い、各国の国内制度―民主政府、行政能力、人権保障、市場制度（所有権・法の支配）の確立度―が、貿易・投資や資本移動の拡大はもとより、貿易投資協定や通貨協定、経済援助・制裁などの規定要因になっていることは広く理解・検証されている。当初は民主制度に限定されていた国際経済関係の国内規定要因も、現在の理論的最前線では、（１）国際経済関係の諸領域を規定する具体的国内制度の精査や（２）国際的な財政金融規律・構造改革政策の処方波及の要因、特にアメリカや国際機関の政策的・政治的影響力の吟味へと議論がより展開され、洗練されてきている。

　本講の目的は、政治経済や国際政治経済の枢要で活発な課題領域として、下記のモデルに示される、国際経済関係・内外経済政策を規定する国内制度要因とアメリカ要因に関して、IO, APSR, AJPS, ISQなどの学術雑誌や代表的研究者の単著などの最新研究を上記の視点から概観することである。

国際経済関係・内外経済政策 = 国内制度（自国・相手国） + 米国政策・対米関係 + 経済的制御変数　　　　　　　　
　

　換言すれば、democratic/liberal peace theory を構成する政府、相互依存、国際機関の三要素を前提に、本講では、下記の図のように、政府と経済相互依存、政府と国際機関・国家合意に対する、各国政府の国内制度の影響をどのように理論的に理解すべきかを議論し、最新の検証結果を検討することになる。
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　詳しいシラバスは初回に配布する。毎週分担して論文数本程度を読む予定なので負担は軽くはない。国際政治経済、アメリカ政治、統計の知識は履修要件ではないが、必要に応じて各自補習する積極さは要求される。受講者は前日までに内容に関する疑問点等をA4要旨１頁程度に纏めたメモを全員に配布する義務がある。それに基づいて、毎回、文献の内容、その理論的貢献、知見、含意などを議論する。
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